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チチャャレレンンジジココミミュュニニテティィ・・ククララブブのの皆皆ささんんへへ  

  
    

  ■高輪地区総合支所長 白井 隆司 

 
チャレンジコミュニ

ティ・クラブの会員の皆

様には、日頃から、地域

活動の担い手として、

区、高輪地区総合支所の

取組に、ご理解とご協力

を賜り、深く感謝申し上

げます。 
先日、チャレンジコミ

ュニティ・クラブの顧問である河合克義先生から、

ＣＣ大学の修了生の皆さんを対象にした調査では、

ＣＣ大学に入学以降、全体の６割の人が以前より

地域に関心を持つようになり、また、全体の７割

の人が区の施策に関心を持つようになっていると

のお話を伺いました。「参画と協働」を掲げる港区

においては、たいへん心強いパートナーの皆様で

す。 
なかでも、チャレンジコミュニティ・クラブの

皆様は、その中心として、ボランティア等福祉活

動など地域で活躍されるとともに、区民まつりで

のブース出展をはじめ、行事への参加や、地域課

題の解決に向けた区民参画による検討組織への参

加など、区の事業に協力をいただくなど大きな力

を発揮していただいてきました。 
地域の活動では、これまで新型コロナウイルス

感染症により、さまざまな活動が制限せざるを得

ない状況がありました。昨年５月の感染症法上の

５類移行により、地域の活動が再開されるように

なり、まちのにぎわいも回復してきています。 
今後、さらにチャレンジコミュニティ・クラブ

の皆様の活躍の場が広がっていくと確信していま

す。 
アフターコロナの新時代に向け、高輪地区総合

支所としては、チャレンジコミュニティ・クラブ

の皆様と共に、これまで止まっていた地域コミュ

ニティの再開、そして、さらに、よりその高みを

めざしていきたいと考えています。今後とも、チ

ャレンジコミュニティ・クラブの皆様のお力添え

をよろしくお願いいたします。 
  

  

  
  

■■明治学院大学 総合企画室社会連携担当次長 

高橋 尚也 

2023 年 5 月に明治学院

大学社会連携課の担当次長

として着任し、チャレンジ

コミュニティ大学の学びを

サポートして参りました。

それとともにチャレンジコ

ミュニティ・クラブの皆さ

まの活動について、その活

動への活力を身近で感じることが出来ました。ク

ラブの皆さまは、人生の先輩であり、その活躍に

刺激を受ける日々を過ごすことが出来ております。 
最近、中高生頃をふと思い出したことがありま

す。それは学校の定期試験時のことです。試験に

向けて１分の時間も無駄に出来ないハズですが、

「私のあたまのなか」に来訪するのは、時間がな

いにも関わらず、「部屋の片づけ」、「遊ぶ計画」、

「CD からダビングしたテープのラベル付け（若

い方は、もはや何のことだか？でしょうね。昭和

だ…）」をやりたいなぁ、そんな衝動に駆られてい

ました。 
ただ、不思議なもので、いざ試験が終わってみ

ると、あれだけやりたいと思っていたことが、今

度は時間がタップリありすぎて、気持ちは薄れて

しまい試験よりも優先すべきだった“私の至上命

題”は「まぁ、時間がある時にでもやれば良いか

な。」という気持ちになってしまいました。 
この感覚を自身の仕事に置きかえると、日中仕

事で思うように自分の時間がとれない状態は、所

謂「試験前」、「試験中」で、仕事があるから何か

やりたいと思う気持ちがあり、仕事を理由に出来

ないと済ませてしまっているかもしれません。た

だ、仕事がなくなったら、毎日の自分が「試験後」

になる…という状態にならないとは否定できませ

ん。 
チャレンジコミュニティ・クラブの皆さまと接

していると、自身の気持ちの持ち方の大切さを改

めて学ばせていただいております。皆さまを追い

かけ、私の夢が枯野をかけめぐる前に「試験前・

中・後」において、不変的な日々の目標設定を行

いたいと感じる今日この頃です。 

アアフフタターーココロロナナのの新新時時代代にに向向けけてて、、  

ととももにに進進んんででままいいりりままししょょうう！！ 
人人生生のの「「試試験験前前・・試試験験中中・・試試験験後後」」  
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活動報告会は松嶋惠美子副代表（10期）の司会 

で始まり、冒頭にＣＣクラブ代表が挨拶し、引き続

き来賓の方より挨拶を頂きました。 

ＣＣクラブ阿部令子代表

（10期）からは能登半島地震

被災者へのお悔み及び支援

の言葉で始まり、４年ぶりの

交流会を含め、会場参加を嬉

しく思っている、一年のまと

めと活動・交流状況を報告す

るとの挨拶がありました。最後に来賓の方々への

謝辞の言葉がありました。 

明治学院大学永野茂洋副

学長からはＣＣクラブが明

治学院大学生の 1 Day for 

Others に協力していること

に対して御礼の言葉があり

ました。  

今回の地震で思うことは

地域の強靭性が大事で、普段からの関係が大きく

左右します。港区、大学とＣＣクラブの連携が長期

にわたって構築されていることは素晴らしいこと

です。このような他の地域では珍しい関係が長く

続くように、今日も一年の報告をしていただき、将

来に亘ってつながる期待を込めます、として挨拶

を終わられました。 

港区高輪地区総合支所白

井隆司支所長からは、最初

に、ＣＣクラブの地域社会

への担い手としての多大な

る貢献への感謝のお言葉を

頂きました。 

コロナの５類移行で行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

が再開し、ＣＣクラブ会員のみなと区民まつり、町

会活動、ＩＣＴ化支援事業など様々な場面で精力

的な活動していただいています。 

港区では能登半島地震募金箱を 58か所に設置し

ていますが、被災地では日頃からのコミュニティ

の大切さを感じます。コミュニティリーダーの存

在が欠かせません、と挨拶を頂きました。 

 

 

チチャャレレンンジジココミミュュニニテティィ・・ククララブブ代代表表  阿阿部部令令子子  

（１）2023 年度概要 
 運営委員会は会場とオンラインで原則毎月開催

され、運営委員と役員、岡本先生、河合先生、関連

団体の皆様にもご参加いただきました。役員会か

ら提案された議題について協議し、実施しました。

みなと区民まつりへの出店や地域福祉フォーラム

への協力など関連団体との連携を図りました。４

年ぶりの運営委員の忘年会も開催されました。 

（２）活動実績 

 主な活動について写真を掲示し、説明しました。 

① 部会キックオフ 

② 定期総会（6 月

17日）とホーム

カミングデイ講

演会（第９回学

ぶ会）「美術館の

楽しさと美術館のこれからを考える」講演者：

西田宏子様 

③ 明治学院高等学校ゲストスピーチ（5 月 29 日

ほか全８回） 

④ 2023年ＣＣクラブ活動実態調査（6月） 

⑤ みなと区民まつり（10月 7日、8日） 

⑥ 第 10回学ぶ会（10月 16日） 

「コロナ禍前、コロナ禍中とコロナ禍以降の 

ＣＣクラブ２０２3 年度活動報告会 

22002233 年年度度活活動動報報告告会会はは、、感感染染症症がが収収ままららなないい状状況況ででししたたがが、、22 月月 2244 日日（（土土））1133 時時 3300 分分～～1177 時時 0000

分分でで明明治治学学院院大大学学 33220011 教教室室ににてて第第一一部部活活動動報報告告会会とと第第二二部部講講演演会会をを開開催催ししままししたた。。そそししてて交交流流会会をを

1177 時時 2200 分分～～1188時時 4400 分分ででパパレレッットトゾゾーーンン 11 階階ににてて開開催催ししままししたた。。交交流流会会はは 44 年年振振りりのの開開催催ででししたた。。  

参参加加者者数数はは活活動動報報告告会会、、講講演演会会でで 116666 名名（（会会員員 111177 名名、、来来賓賓・・家家族族友友人人 2222 名名、、ＣＣＣＣ大大学学 1166 期期生生 2277

名名））、、交交流流会会でで 9911 名名（（会会員員 7799 名名、、来来賓賓 1122 名名））ででししたた。。講講演演会会ににはは会会員員以以外外のの方方もも参参加加さされれままししたた。。  

代代表表とと来来賓賓のの挨挨拶拶  

運運営営部部門門報報告告  

３ 



地域活動について」 

⑦ 第 11回学ぶ会（11月 8日） 「道をさぐる－

中原道を巡って－」講演者：高山優様  

⑧ 社会福祉協議会主催プロに学ぶ！オンライン

ツール講座 2023協働運営（11月 16日、17日） 

⑨ 港区地域福祉フォーラム（11月 25日） 

⑩ 企画部会主催ＣＣクラブまち歩き（11月 29日） 

⑪ 1 Day for Others 
明治学院大学生とＣＣ大学 16 期生に対するボ

ランティア体験会 

⑫ 昔遊びの会（1月 18日）  

赤羽小学校で小学一年生の授業協力 

⑬ ＣＣ大学 17期生募集事前説明会（5回開催）  

⑭ 地区ＣＣ会議（年間 4回） 

各地域の協働スペースで各地域の活動報告と

情報交換を実施 

  

  

芝芝ＣＣＣＣククララブブ                  石石川川啓啓子子  ((８８期期))    

登録者 84名で総

会（年１回）、定例

会（月毎）では、関

連団体を含めて近

況報告を行ってい

ます。 

 アドプト活動は、花植え、肥料散布など通年実施 

しています。温暖化の影響でラベンダーの配布が

できなくなりましたが、私たちの世話を見て近隣

の方も活動に参加されるようになりました。 

芝三田まち倶楽部（折り紙活動）では、サポータ

ーが応募された方に三田いきいきプラザで教えて

います。地域ボランティアとして継続しています。 

 パーキンソン友の会支援では各種支援（会場の

準備、バザー、クリスマス会など）を行っています。 

有志によるリハビリ体操のＤＶＤ動画を作成しま

した。 

コロナや再開発の影響があちこちで出ています 

が芝ＣＣクラブは、柔軟に活動していきます。 

明明  虹虹  会会                  斎斎藤藤正正精精（（６６期期））  

３つの柱①運営の仕事②協働の活動③独自の活

動を行っています。 

運営の仕事には運営事務の DX推進（スマホ利用

による情報の共有化、イベント案内等）があります。 

 協働の仕事

には、ベイエリ

ア・パワーアッ

ププロジェク

ト及びアイプ

ラ(アイランド

プラザ)お手伝いがあります。前者は、ガイド・受

付などの支援、後者はイベントの支援を実施して

います。 

 独自の活動として大井競馬場見学ツアーや中央 

防波堤埋立地見学ツアーを実施しました。講演会

として多様性社会と健康をテーマとし実施しまし

た。多様性には賛否がありますが、多様性（受け入

れ）には、コストがかかることの認識が重要です。 

高高輪輪地地区区ＣＣＣＣククララブブ          太太田田則則義義（（７７期期）） 

毎月の「コミュニ

ティ・カフェだより」

による情報伝達及び

コミュニティ・カフ

ェの活動により地域

の繋がりを大切にし

ています。 

総会（６月）、交流会（９月）のほか以下の地域

と繋がる活動に参加しました。 

・高松桜まつり（４月）カフェとフリマの参加収入  

のウクライナ大使館への寄付 

・アジサイ祭り（カフェの出店） 

・社協の「かんがり」のはがき活動（11月） 

・パトロール活動（８月、12月） 

 コミュニティ・カフェは高輪区民センター、 

ＨＵＧ高輪、ゆかしの杜で毎月開催され、マジック

ショーやミニ講演会等で盛り上がりました。 

 今後とも地域と高輪地区ＣＣクラブの繫がりを

意識した活動を展開していきます。 

３３ＡＡククララブブ                    野野村村知知義義（（８８期期））  

コロナでも居場所作りを最優先しており、昨年 

暮れから活動ができるようになりました。  

会員が講師となって行う勉強会、研修会やミニ

コンサート、まち歩きを実施しました。 

 事業・活動のコンセプトは「楽しい、面白い」 

で「サロン麻布の継続発展」「港区役所との連携」 

地地域域ＣＣＣＣククララブブ活活動動報報告告  

４ 



があります。 

 活動方針は①サ

ロン麻布を中心に

進める②地域社会

と連携した活動を

行う③自立して楽

しい有意義な生活

を進める方策をみんなで考える、です。 

 チャレコミ講座ではテーマを皆に聞いていただ

けるように取り組んでいます。具体的なテーマと

して「ロボットと話合いをしながら生活する（一人

暮らしの話し相手）」があります。人生 100年時代

とは言え、いろいろな課題があると考えています。 

活活動動報報告告会会のの資資料料ははホホーームムペペーージジ会会員員ササイイトトにに  

掲掲載載さされれてていいまますす。。  

 

 

 次に 2023年 6月に実施された「チャレンジコミ 

ュニティ・クラブ 2023年活動実態調査」について 

報告がありました。会場には「2023 年東京都港区

チャレンジコミュニティ・クラブの実態と活動に

関する調査報告書（速報版）」が配布されました。 

 

 

冒頭、河合克義先生より今回の調査目的等の説

明がありました。 

調調査査主主体体 

 港区高輪地区総合支所とチャレンジコミュニテ 

ィ・クラブ 

調査の設計、調査結果の集計・分析については、

港区高輪地区総合支所、明治学院大学総合企画室、

明治学院大学名誉教授・ＣＣクラブ顧問河合克義、

帝京平成大学健康医療スポーツ学部准教授石川由

美とＣＣクラブ地域連携部会の共同。 

調調査査のの目目的的  

 ＣＣクラブの活動実態と課題を明らかにし、今

後のＣＣクラブ活動の方向性を考える基礎資料を

得ること。 

調調査査対対象象  

 2023年 6月 1日現在のＣＣクラブ会員 753名。 

調調査査時時点点及及びび期期間間  

 2023年 6月 1日現在で、調査期間は 2023年 6 月

1日から 2023年 7月 11日まで。 

回回収収数数及及びび回回収収率率  

 回収総数は 480 ケース、回収率は 63.7％、有効

回収数は 471ケース、有効回収率は 62.5％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川由美先生は配付された速報版冊子とスライ

ドを使用して以下の項目について報告されました。 

○調査の結果（基本集計） 

①ＣＣ大学何期生か②性別③年齢④居住地域⑤

ＣＣ大学への入学動機⑥ＣＣ大学修了後のＣＣ

クラブ会員との交流⑦ＣＣクラブ会員との交流

内容⑧ＣＣクラブ会員との交流目的⑨ＣＣクラ

ブ会員との交流頻度⑩ＣＣクラブ会員と交流し

ていない理由⑪ＣＣ大学修了後、今の生活にＣ

Ｃ大学は大きな影響を与えているか⑫ＣＣクラ

ブ活動に参加しているか⑬現在、地域活動、社会

福祉活動をしているか⑭地域活動、社会福祉活

動をしていない理由⑮地域活動・社会福祉活動

の拠点⑯地域活動、社会福祉活動の内容⑰これ

までに経験した活動内容⑱今後のＣＣクラブの

活動のあるべき方向⑲コロナ禍以降、自身や家

族に変化があったか⑳コロナ禍になってから新

しく始めたこと㉑今後、新たに始めたいこと、再

開したいこと 

○ＣＣクラブなどに関する自由回答 

 ・自由回答の分類 135ケースの紹介 

 ・ＣＣクラブに関すること（100ケース）の内訳

紹介 

 

 

 

 

コロナ禍でできなくなったこと、ＣＣ大学修了

後の交流について ＣＣクラブの今後のある

べき方向  

地域連携部会長     金原智子（10期） 

 

活活動動実実態態調調査査報報告告  
 

調査の結果（基本集計）・自由回答から 

帝京平成大学健康医療スポーツ学部准教授   

石川由美 

調査の概要 明治学院大学名誉教授・ 

ＣＣクラブ顧問 河合克義 

５ 

司会より紹介された３人の発表者 



最後に地域連携部会長金原智子さんより次の項 

目について報告がありました。 

1.自由回答の部分で、問 20「コロナ禍で出来なく

なったこと、現在もできていないこと」から得ら

れるデータを基に、今回の調査と前回（2018年）

調査を比較して見えてきたこと。 

2.ＣＣ大学修了後の交流について 

 ～2018年調査も加えた比較検討～ 

① 交流の有無について② 交流内容について 

③ 交流目的について 

3.今後のＣＣクラブのあるべき方向について 

今回の調査は、新型コロナウイルスによるパン

デミックを経験した中での調査でありました。コ

ロナ禍の影響と高齢化等による変化がありました。

体力、気力の低下もみられ、今後の活動の課題も見

えました。一方モバイル機器という新たな交流ツ

ールを得ました。また、コロナ禍でもＣＣクラブ会

員の多方面の活動を維持することができました。 

最後に、関係者に対する謝辞でこの報告は終了 

しました。 

 

 

講演会は 15 時 20 分より阿部令子代表（10 期）

の挨拶と講演者紹介で始まりました。 

 

 

 

 

尾身先生に約 2 時間にわたり詳しくお話頂きまし

たが、紙面の都合上、会報部会にて要約したものをご

覧ください。 

１１．． 我我がが国国のの対対策策のの特特徴徴  

今回のコロナ対策に関し

て日本は準備不足で始まっ

たのです。世界の感染対策

は大きく分けて 3 つの対策

に分かれると思います。感

染者をゼロにしようとする

対策いわば封じ込めで、中

国はこれで対応しました。ヨーロッパの国はゼロに

は絶対できないし、抑えることも難しいので、せめて

重症者が亡くならないようにする方針で、これはス

ウェーデンなどがこの方法でした。日本はどうした

かというと、ウイルスの特徴は我々にはかなり早い

時期から分かっていたので、この病気はゼロには絶

対できないし、やるべきではないという方針で、感染

をある程度抑え、社会への影響を最小限にして、なる

べく死亡者を減らそうとし、それを国に提言しまし

た。 

国が指名した委員には世界的に有名なウイルス学

者や疫学者等の専門家がいました。1人の感染者に対

して 5 人の濃厚接触者がいても 4 人は感染しない、

にもかかわらずヨーロッパでの感染の伝播が早すぎ

るのはなぜかという謎を解くうえでの仮説を立てた

のです。その結果クラスター感染の連鎖が謎解きの

答えと考えた。この仮説が正しいと世界で認められ、

日本が世界に先駆けて行いました。濃厚接触者は発

症するという考えを多くの国がとっていたがこれは

ほとんど意味がない。日本はこれに加えてクラスタ

ー感染者を遡る調査をして、ここが解れば効果的に

クラスター感染を抑えることができると考えました。

保健所の人への負担が多いので、緊急事態宣言や、ま

ん延防止等の重点措置などを組み合わせて、感染者

数を一定レベルに抑制することにしたのです。 

 

２２．． 我我々々のの対対策策のの評評価価  

コロナパンデミック発生前の準備は不十分であっ

たが、諸外国と比べて人口 10万人当たりの死亡者数 

を低く抑えることができ、３年間平均の GDP の落ち

込みは欧米先進諸国並みとなっている。その理由は、

保健医療機関関係者の献身的な努力であり、一般市

民の協力です。さらに政府・自治体が繰り返し行った

ハンマー＆ダンス（緊急事態宣言の間隔を置いた繰

り返し）にあると考えます。医療のひっ迫が進むと緊

急事態宣言を出すというハンマー効果とひっ迫が解

除されると宣言を解除するダンス効果、これを何度

も出しました。中国やニュージーランドは出しっ放

しだった。しかし、数度にわたるまん延防止等重点措

置などにより、人々の生活や社会経済活動、教育に大

きな負担を掛けることになりました。活動に制限が

講講    演演    会会  

「新型コロナのこれまでとこれから」 

講演者 公益財団法人結核予防会理事長 

尾身茂  

６ 

興味深い内容に２時間を忘れた講演会会場 

熱弁振るう尾身先生 



掛かることになり、だんだんと世の中に分断と偏見

と差別が起きました。これは歴史が繰り返すように

今回もそれに近いことが起きました。ところが多く

の人はこの感染が１年あるいは２年で終わると思っ

たのではないか、我々は長丁場、これが簡単には終わ

らないと分かっていました。 

一般市民はこれに耐えられなくなったのです。一

つの感情が拘留されるのです。それは未知のものに

対する不安です。同じことが繰り返されると、当初は

医療関係者に対して感謝、称賛した声が医療関係者

がさぼっていると考えるようになるのです。医療関

係者は毎日感染者を診ていて、それに加えいつ感染

するかわからない中で治療しているわけで、これを

一般市民が理解しないということが起きるのです。

これは自分の視点で見るようになるからです。 

３３．． 我我国国がが直直面面ししたた課課題題とと一一部部のの人人々々かかららのの疑疑問問  

 皆さん今回は、専門家と政府の関係がよく分から

なかったと思います。どういう関係か、誰が決めたの

か、専門家と政府の関係がわからないという疑問を

持ったでしょう。重要なことで、本来、専門家の役割

は、情報を分析して、どんな対策が求められるのか、

どんな行動をとればよいかを政府に提言することで

す。３年間に 110 回以上の提言をしました。提案書を

出すたびに記者会見で説明することが当たり前にな

り、100回以上行ったと思います。重点措置等を出す

たびに総理大臣が記者会見をしますが、テクニカル

なことを聞かれても答えられないので私が発表しま

した。いろいろなことを尾身さんたちが決めている

のではないかと思う人が多くなった。我々が決めた

ことは一切ない。決めたのは政府です。今後は明確な

ルールを決めていった方が良いと思います。 

４４．． ここれれかかららのの見見通通しし  

 これからどうなるか。新たなことが起きるか。今日

は年配の方が多いので興味のあることを話しましょ

う。コロナがゼロになることはありません。多くの人

がワクチンを打っているし、また、感染した人も増え

ています。しかし、この免疫の効果は時間とともに減

ってしまいます。 

新しい感染症は間隔が短くなって次々にやってき

ます。 「グローバリゼーション」で人口が増える。森

林伐採で、気候変動温暖化が進みます。私はその可能

性には妥当性があると考えています。加えて動物に

は野生動物と家畜動物がいます。生物は多様性があ

りますが、野生動物や野生植物の多様性がどんどん

なくなり数も減っていくのです。これに反比例して

家畜の数は増える。家畜の運動量が目に見えて減り

家畜に与えるストレスは半端じゃなく増えます。人

間にも当てはまるのですが、動物もストレスや運動

不足などにより免疫が弱くなります。動物の中の病

気は免疫で抑えている。結核という病気があります

が、皆さんのほとんどの人が結核にかかっている。昭

和 30年以降結核菌を持っているのになぜ発病しない

かというと 40代以上は免疫力が強い。戦前の結核で

亡くなった人は、正岡子規や石川啄木などみんな若

い人でした。感染症で免疫力が弱くなると家畜は病

気を抑えられなくなり発病する。近くには人間がい

るわけですから、人間にうつる。人間に対してはワク

チンがすぐでき対応できます。しかし病気をなくす

ことはできません。免疫力はある程度コントロール

できます。 

皆さんチャレンジコミュニティで活動して良い睡

眠をとり、良い運動をしてなるべく天が与えてくれ

た寿命まで健康でいて欲しいと願っています。 

 

 

2019 年６月以降、４年振り

の交流会は 17 時 20 分より始

まり、高輪地区総合支所協働

推進課大野香乃子係長と明治

学院大学総合企画室社会連携

課高橋尚也次長に挨拶をいた

だき、明治学院大学名誉教授

岡本多喜子先生の乾杯で始まりました。歓談後に

13期、14期、15期の皆さんが元気に挨拶をしまし

た。その後各地域ＣＣクラブ代表が地域の紹介を

し、後半の歓談では期を超えた交流もありました。 

最後に明治学院大学名誉教授河合克義先生が、

本日の活動報告会の評価と今後の活動への期待を

述べられ、交流会はお開きとなりました。 

交交      流流      会会  

岡本先生の乾杯 

活気に溢れた久し振りの交流会 
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コロナの状況が変わり活動の制限が少なくなり

ましたが、３年前から始めた学ぶ会と街歩きを今

年度も継続して行いました。 

 

 

日時：10月 18日(水) 14:00～16:00 

場所：ゆかしの杜 白金台区民協働スペース 

地地域域活活動動意意見見交交換換会会  

テーマ：コロナ禍前、コロナ禍中とコロナ禍以降の

地域活動について 

参加者：会場 30 名(含スタッフ)とリモート 1 名、

ＣＣ大学 16期生 3名が参加。 

 司会を太田則義企画部会長が務め、阿部令子代

表の挨拶で始まりました。 

地地域域活活動動をを行行っってていいるる方方かかららのの活活動動紹紹介介  

  最初に４名の方がそれぞれのテーマで、コロナ

禍から現在の活動状況を一人約 10分間で報告しま

した。 

① コロナ禍×高齢化～新しい道を模索して～ 

久津弘子（2期） 

② 白金台いきいきプラザ麻雀サロン近況報告          

大竹裕（5期） 

③ 新型コロナ禍のサロン運営への影響  

平田渥美（12期） 

④ コミュニティ・カフェ高輪～コロナ禍以降の

変化と取り組み～ 太田則義（7期） 

 

続いて、港区社会福祉協議会地域福祉係加藤三

奈係長と港区立介護予防総合センター栃堀賀江副 

 

 

センター長からコロナ後の状況紹介がありました。 

  

参参加加者者全全員員ののここののテテーーママににつついいててのの話話しし合合いい 

その後、参加者から報告者の発表に対して質問

があり、また、出席者の活動紹介や本日の感想が披

露されました。 

 午前中に授業のあったＣＣ大学 16期生からも感

想が述べられました。 

 最後に河合克義先生と岡本多喜子先生から講評

があり、学ぶ会は終了しました。 

 

 

 

 

日時：11月 8日（水）14：00～15：30  

場所：ゆかしの杜 白金台区民協働スペース 

講演者：元港区教育委員会学芸員 高山優様 

テーマ：道をさぐる～中原道を巡って 

参加者：会場 39名(16期生 6名含む) 

リモート 7名                 

 会場を埋め尽くした聴講者たちの熱気あふれる

雰囲気の中で、講演は始まりました。過去の文献資

料や主に三田・高輪地区で進められてきた遺跡調

査等から古代・中世・近世の道を推理しながら中原

道を巡っていきました。聴講者にはあらかじめ 15

ページにわたる資料が手渡され、博物館さながら

の詳しい内容に驚かされました。 

２０２３ 年 度 Ｃ Ｃ ク ラ ブ  活 動 報 告 

第 11 回学ぶ会（11 月 8 日） 

 

第 10 回学ぶ会（10 月 18 日） 

 

左上：久津弘子さん、右上：大竹裕さん、左下：

平田渥美さん、右下：太田則義さん 

熱心な質疑応答のあった会場 

左から栃堀さん、加藤さん、河合先生、岡本先生 
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講演は次の内容で進められました。 

Ⅰ 現中原道を走る ―「中原道」推定の前提 

  現中原街道は虎ノ門を起点として神奈川県の

平塚まで南西方面にほぼ一直線に伸びる中世

以来の主要道 

Ⅱ 元中原道をたどる ― 近世・中世の中原道 

 1.江戸時代の「東都近郊図」や「寛永江戸全図」

などに「相州中原道」が記載され、その道沿い

に「白金」「三田」の地名も見られる。  

2.江戸時代の中原道は江戸と西方を結ぶ主要道

で庶民の往来や物の流通だけではなく、徳川

将軍の鷹狩や駿府城への往来に使用された。 

3.東海道の混乱を避けるため、三田・品川間で仮

往還が設置された。  

4.中原道推定ルート沿いに中世遺跡と板碑が分

布している。 

Ⅲ 原中原道を推理する ― 古代の中原道 

1.平安時代の『更級日記』の中の竹芝寺の伝説ゆ

かりの地は、一説によると三田の済海寺や亀

塚公園にある亀塚であるとも言われている。  

2.駅路と駅家：天智天皇朝頃に都と地方を結ぶ

東海、東山、北陸、山陰、山陽、南海、西海の

７幹線道が整備され、約 16㎞毎に駅がおかれ

ていた。 

3.古代遺跡：港区内で古代遺跡として認定され

ている 9遺跡のうち、7遺跡が三田・高輪に所

在する。 

熱く語られる高山先生の話に引き込まれ、まる

で平安時代や江戸時代にタイムスリップしたよう

な気分になりました。そして「歴史を遡りながら歴

史の推理の面白さを知ってほしい」という高山先

生の含蓄ある言葉でこの講演は締めくくられ、満

場一杯の拍手で今回の講演は終わりました。 

（15 期 森容子） 

 

 

 

 

秋晴れの晩秋の日に、ＣＣクラブメンバーは３

つのグループに分かれて、三田～高輪（終点：泉岳

寺）のまち歩きをしました。３人の名ガイド（川上

さん、中島さん、宮下さん）が、各グループに同行

し、スケッチブック等を用いて、明快で知性にあふ

れた案内をして下さいました。 

港区の特徴と言えば、①坂が多い、②寺社、旧大

名屋敷が多い、③文化財、史跡、記念碑が多い、が

挙げられます。江戸時代には坂を利用して、海の見

渡し（潮見坂）や月見などが行われていたことや、

寺院に大きな鐘が残っていることが印象的でした。 

金運を授かるために銭洗い（黄梅院）もしました

が、パワースポットとして知名度を高めていきた

いと感じました。 

明治政府は、港区の大名屋敷跡地を外国（特に欧

米）の拠点地として提供したため、港区に大使館が

多いことが解りました。 

 泉岳寺で記念撮影をしましたが、ＣＣクラブの

輝かしい航路を祝うようなエンディングでした。 

自分の人生の中でも、このような経験を積み上

げてゆきたいです。     （15期 宇津真治） 

企画部主催ＣＣクラブまち歩き 

（11 月 29 日） 

 

やや難しい講演内容を熱心に聞く会員 地図を示し説明する高山優先生 
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今年度のみなと区民まつりの準備は 5 月から企

画部会を中心に始まりました。 

参加の形態は昨年同様に一つのテントにクイズ

を利用して、区民をはじめとした来場者と交流を

図ること、ＣＣクラブ全体と地域ＣＣクラブの活

動を理解していただくこと、そして今年はＣＣ大

学募集の宣伝も行うことになりました。 

「港区知ってる？クイズ」は大人用の問題と、子

どもにも分かり易い簡単な問題の２つのパターン

を用意しました。 

クイズ参加者に渡す記念品については多くの会

員の協力をいただきました。企画部員が作成した

リボン、10 期３グループ会員が作成した折り紙コ

マ、そして 14期、15期の会員が作成した使用済切

手を利用したしおり等、合計で約 500 個が揃いま

した。すべて透明ビニール袋にＣＣクラブの案内

を入れ用意しました。 

 

ＣＣクラブの展示スペースは昨年とほぼ同じ芝

公園東側入門ゲートの近くで、参加者から目立つ

場所でした。 

展示についてはＣＣ大学、ＣＣクラブ、４地域Ｃ

Ｃクラブそれぞれの紹介をＡ1判とＡ2判パネルで

準備しました。 

当日運営については運営委員、企画部会員、地域Ｃ

Ｃクラブ、役員で 42名の会員が協力しました。 

1100 月月 77 日日（（土土））1111：：0000～～1177：：0000  

  天候に恵まれ初日の準備は開始の１時間前から

始め、スタッフは 30分前に集合し、11時のオープ

ンを迎えました。 

開始からしばらくすると来場者が増えてきて、2

種類のクイズのうち１枚を渡し３問に回答してい

ただき、最後に記念品を渡しました。 

昨年同様今年も来場者が多く、昼過ぎには記念品 

 

 

 

 

 

の半分がなくなり、初日のクイズは終了しました。 

 

1100 月月 88 日日（（日日））1100：：0000～～1166：：0000  

 ２日目は 10時からスタートです。 

午前には武井雅昭区長が訪れ、ＣＣクラブ会員

の活動を見ていただき、談笑されていました。 

２日目もクイズは好評で昼頃には２日間分の約

500個の記念品がなくなり、２日間で約 540名の方

がＣＣクラブブースに来てくださいました。 

今年の会場では、より多くの方がＣＣ大学に来

ていただける様、募集チラシを配布しました。60歳

以上の方を見つけてチラシを渡しましたが、港区

民以外の方からはＣＣ大学の趣旨に驚きの反応が

あったのが印象的でした。 

２日間でＣＣクラブ会員同士や会員と区民とが

交流できる良い機会でした。スタッフの皆さま、有

り難うございました。 

 多くの会員がスタッフとして参加 

みなと区 民 まつり（ 1 0 月 7 日 ～ 8 日 ） 

コロナが２類から 5類になり、みなと区民まつりも再開２年後で以前のような賑わいになりました。

今年度も４月に登録し準備を進め、昨年以上に多くの方にご協力をいただきました。 

初日に野澤副区長、２日目に武井区長が来訪 

クイズに答えた後の記念品選び 

左から記念品のリボン、折り紙コマ、しおり 
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 今年度の参加者は昨年の５名に対して、４名で、

そのうちの一人の方が２つの活動に参加しました。 

➀➀ププレレーーパパーークク（（みみななとと外外遊遊びびのの会会））  

10月 23日（月）に高輪森の公園で体験会が行わ

れ、参加者は昨年同様一日中活動に参加して貴重

な体験をしました。 

➁➁ななぎぎささササロロンン（（港港区区広広域域ササロロンン） 

11 月 9 日（木）午後から行われた芝浦区民協働

スペース会議室でのサロン活動に１名が参加しま

した。今回は介護予防体操から始まりコカリナの

演奏を聴く会でし

た。準備から始まり

サロン活動を体験

し、最後は会場の片

付けとまとめに参加

し、３時間 30分の体

験会が終了しました。 

➂➂港港地地域域パパーーキキンンソソンン病病友友のの会会支支援援活活動動  

12月 10日（日）港区障害保健福祉センター（ヒ

ューマンぷらざ）では港地域パーキンソン病友の

会定例会が行われ、この支援活動にＣＣクラブ会

員と一緒に１名が参加しました。この日はクリス

マス会で、準備

することも多か

ったですが、参

加者は熱心に活

発に活動しまし

た。３時間 45分

の体験会でした。 

➃➃港港区区ババリリアアフフリリーーママッッププ作作成成事事業業  

11月 30日（木）田町駅に集合し、みなとパーク

芝浦周辺までの道路状況の調査を一緒に行い、そ

の間に港区社会福祉協議会調査スタッフの指導で

車イスと白杖体験をしました。この会の体験は毎

回約 2時間です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナの影響が少なくなり、今年度の明治学院大

学生の延べ参加者は、昨年の 12名に対し大幅に増

加し 39名になりました。 

➀➀港港区区ババリリアアフフリリーーママッッププ作作成成事事業業  

春には 6 月 15 日と 29 日に、秋には 10 月 26 日

に行い、合計９名が参加しました。毎回参加希望が

多く皆さん貴重な体験をされています。 

➁➁ププレレーーパパーークク（（みみななとと外外遊遊びびのの会会））  

６月の 4日間と 7月の 2日間で合計 19名が参加

し、10月の 2日間と 11月の一日で合計７名が参加

し、年間合計 26名が体験しました。 

今年度は回数も多く、受け入れていただいた「み

なと外遊びの会」には特に感謝しています。 

 

➂➂港港地地域域パパーーキキンンソソンン病病友友のの会会支支援援活活動動  

 11月 12日の支援の会に３名が参加しました。パ

ーキンソン病を理解して、友の会会員の病気に向

き合っている姿を見て感じるものがあったようで

す。支援の大切さも理解していただいています。 

④④昔昔遊遊びび継継承承活活動動  

1 月 18 日（木）の赤羽小学校の昔遊び授業協力

に、明治学院大学ボランティアセンタースタッフ

と一緒に留学生

も参加しました。

いろいろな昔遊

びに挑戦し、子ど

もたちとの交流

を楽しんでいま

した。 

 11  ＤＤａａｙｙ  ｆｆｏｏｒｒ  ＯＯｔｔｈｈｅｅｒｒｓｓ（（明明治治学学院院大大学学連連携携活活動動））  

 
1 Ｄａｙ ｆｏｒ Ｏｔｈｅｒｓ（1日だけのボランティア体験）活動について地域連携部会では今年

度もＣＣ大学 16期生対象（明治学院大学社会連携課と連携）と明治学院大学生対象（同大ボランティ

アセンターと連携）で行いました。ＣＣクラブ会員から自主活動グループの協力募集をし、１グループ

の入れ替わりがありましたが、5グループの協力を得て実現しました。 
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ＣＣ大学 16期生対象 

1 Ｄａｙ ｆｏｒ Ｏｔｈｅｒｓ 

 

明治学院大学生対象 

1 Ｄａｙ ｆｏｒ Ｏｔｈｅｒｓ 

 
 

春のバリアフリーマップとプレーパーク 

けん玉にも挑戦！ 

活動の最後はまとめ会 

この日参加した支援の会全員 



 

 

この活動は私たち高齢者が子どものころに経験

した、お手玉、けん玉、コマ回しなどを子どもたち

に伝えるという多世代の交流を図る活動です。 

2022 年度から始めた活動です。今年は白金台い

きいきプラザで行われた地域のお手玉先生の練習

会に参加し、その先生を迎えてゆかしの杜でカフ

ェに来た方と遊ぶ活動をしました。９月 10日（日）

には港区社会福祉協議会の呼びかけに応えて、高

輪の精神障害者支援センター「あいはーと・みなと」

で地域の方とのふれあい活動にも参加しました。 

赤羽小学校の授業参加の活動に先立ち、練習会

を 12 月 14 日に「芝コミュニティはうす」でけん

玉とコマ回しを行い準備万端といかないまでも楽

しく行いました。 

赤羽小学校授業参加活動 

昨年に引き続き赤羽小学校からの要望により実

施した小学一年生対象の「昔遊び授業」を、1月 18

日（木）10時 30分から 12時 30分に体育館で行い

ました。１年生 4 クラスの子どもたちをＣＣクラ

ブ会員 17名に加え、明治学院大学生とボランティ

アセンタースタッフ、ＰＴＡ役員、民生委員・児童

委員、地域の方が参加しました。1クラス当たりコ

マ回し、羽根つき、お手玉、けん玉、メンコ遊びの

5 種類のうちから 3 種類を選び、１種類各 10 分で

3 つの遊び体験をするという形で 4 クラス行われ

ました。 

 

10 分間ずつ子どもたちと遊びましたが、みんな

元気で各コーナーに駆け足で集まり、一緒になっ

て挑戦する姿を見ていると気持ちが良いものでし

た。けん玉では細かい技を知っている子もいて、ヒ

コーキをやって、ホームランはどうするのといっ

た質問も出ました。「もし亀」の上手な子もいまし

たが、ほとんどが初めてけん玉に接した子でした。 

メンコ遊びは、体育館の床がまっ平のため空気

がメンコの下に入らず、ひっくり返らないので、裏 

 

 

にテープを貼り空気を入り易くするなど工夫を凝

らしました。 

子どもたちは珍しい遊びを楽しく経験して、参

加した私たちも元気を吸収できる良さのある会で

した。来年は 5 クラスになることも予想され、多

くの人の協力が必要になります。皆さんの協力を

お待ちしています。     （1 期 古橋義弘） 

 

 

ボランティア募集

案内「このゆび、と

～まれ！」の 2023年

度改訂版を 11 月に

発行しました。今年

度は昨年の５つの団

体のほかに、昔遊び

の会が参加しまし

た。案内を見てボラ

ンティアグループに

参加しませんか。 

8e409de2c11bdaf16db843c5e196337a1.pdf 

(minato-ccc.jp) （このゆび、と～まれリンク先） 

昔遊び継承活動 

このゆび、と～まれ！発信 
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体育館一杯に広がり昔遊び 

地域の方も一緒に参加者全員で記念撮影 

写真左上から、けん玉、お手玉、コマ回し、メン

コ、羽根つき 



 

 

 

３年目になった港区社会福祉協議会（地域福祉

係）主催の「プロに学ぶ！オンラインツール講座

2023」が 11 月 16 日（木）17 日（金）の午後に芝

コミュニティはうすで開催されました。講師は

(株)ＪＡＬインフォテック・ネットワークソリュ

ーション部に（株）オプテージが加わりました。 

11月 16日（木）13：30～15：40 

初日対象：スマホ初心者向け 

① ＩＴ（スマホ＆タブレット）を安全に利用す

るには？ 

② ＩＴ（スマホ＆タブレット）で旅行をより楽

しく！ 

11月 17日（金）13：30～15：40 

二日目対象：スマホを普段使っている人向け 

③ セキュリティ情報管理術 

④ デジタル整理術 

 昨年同様にこの講習会の準備は、７月から３者

で打ち合わせを始め、コロナの状況を考慮しつつ

開催形態を決め、テーマについても毎月リモート

で打ち合わせを重ねました。 

 

ＣＣクラブ企画部会の役割は、テーマの選定と

講習を受ける目線でＪＡＬインフォテックから出

された内容を検討し修正を行います。また、当日の

運営については会場受付、参加者の会場への案内

を行いました。 

天候には恵まれませんでしたが、講習会には初

日が会場 17名、オンライン 9名、合計 26名、2日

目が会場 21名、オンライン 14名の 35名が集まり

ました。昨年と同様のテーマはバージョンアップ

され、それに新しいテーマが加わり有意義な内容

でした。 

 

 

2021 年度からチャレンジコミュニティ大学の募

集について事前説明会が行われ、今年については

以下の日程で行われました。 

1月10日（水）10：00～11：00 芝公園区民協働ス

ペース、14：00～15：00 赤坂区民センター研修室、  

1月13日（土）10：00～11：00 高輪区民協働スペ

ース、14：00～15：00 芝浦区民協働スペース、    

1月20日（土）14：00～15：00 麻布区民協働スペ

ース。 

参加者は７名から22名で、５会場で合計70名近

くの方が説明会に集まりました。 

各会ともに河合克義先生または岡本多喜子先生

の挨拶で始まり、高輪地区総合支所中村美生協働

推進課長の大学募集内容の説明、阿部令子ＣＣク

ラブ代表のＣＣクラブの説明そして各地域ＣＣク

ラブ代表な

どの地域Ｃ

Ｃクラブの

説明があり

ました。最後

に、質疑応答

があり各会

場ともに熱心な質問がありました。  

1月10日（水）の赤坂会場には東京新聞の取材が

あり、1月20日（土）の夕刊一面に『港区と明治学

院大の「チャレンジコミュニティ大」開校17年目』

「60歳から学ぶ地域で輝く」のタイトルでかなり

細かく紹介されました。  

 内容はＣＣ大学の内容とＣＣクラブの活動紹介

とその一つとして10期瀬能正実さんが活動してい

るプレーパークの活動内容が紹介されました。ま

た、河合克義先生のコメントが掲載されました。 

 翌日の1月21日（日）の朝刊には「ＣＣ大学17期

生を募集 60歳

以上の区民対象 

港区と明治学院

大」のタイトル

で募集内容の記

事が都心地域の

情報ページに掲

載されました。 

港区社会福祉協議会主催、（株）ＪＡＬイ

ンフォテック オンラインツール講座 協力 
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ＣＣ大学 17 期生募集協力 

 

自分のスマホで確認しながら聞く会場参加者 

土曜日の午前の高輪会場 

13 

掲載されたプレーパークの写真 



 

 

 

 

 

芝ＣＣクラブの定例会（毎月第 3月曜日）には、

当初より芝地区高齢者相談センター、港区社会福

祉協議会、港区介護予防総合センター（ラクっち

ゃ）、東部在宅支援センター等の方々にも自主活動

に参加していただいています。 

私たち高齢者にとってこれらの人たちとの繋が

り、顔合わせ、そして新しい港区の情報をお知らせ

してもらうことが大切だと思うからです。困った

時、必要となる相談窓口です。私たちにとって、重

要な仲間だと思っています。 

 

 

 

  

 

 

 

みたまち倶楽部 折り紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高輪地区ＣＣクラブはこの一年間カフェの充実

と新たな試みを模索しながら、地域とのつながり

と会員の交流を意識しながら運営しました。 

現在の会員数は 233名で、2023年度は新たに 15

期生が 23名加わり、15期生が地域のメール配信を

担当したり、カフェの運営に参加したり様々な地

域活動で活躍しています。 

進進化化ししてていいるるカカフフェェ活活動動  

天候が厳しい一年でしたがカフェの参加人数と

しては再開した 2022年度とほぼ同数で地域の方の

居場所つくりや会員の交流の場所の役割を果たし

ています。ＨＵＧ高輪のミニ講演会では大学教授、

ＣＣクラブ会員、高齢者相談センターの講演や講

座を行ったほか、会場を高輪区民センターに移し

てハープの会と歌の会を行いました。また、みんな

で楽しむ折り紙の

会や 12 月には 5 年

振りに保育園へ折

り紙のプレゼント

を持って、クリスマ

ス訪問をしました。 

地地域域ととののつつななががりり                                              

高松さくらまつりがコロナ禍前の開催形態に戻

り高輪地区ＣＣクラブとしてカフェとフリーマー

ケットを行い、収益金をウクライナ大使館に寄付

しました。６月には新しく始まったアジサイ祭り

に協力して参加者に無

料でコーヒーを提供し

ました。また、１月には

令和 6 年能登半島地震

の募金活動を行いまし

た。高輪地区ＣＣクラブでは、数年間にわたり社会

福祉協議会の「かんがり」

活動に協力し、暑中見舞い

と年賀状のはがきを書い

ています。今回、社会福祉

協議会から地域福祉功労

賞を頂きました。今後もフードドライブ活動同様

継続していきます。     

地 域 Ｃ Ｃ ク ラ ブ 活 動 紹 介 

高 輪 地 区 Ｃ Ｃ クラブ 

2023 年度の新たな活動 
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アジサイまつり 

芝 CC は仲間の活動を応援します！ 

芝 Ｃ Ｃ ク ラ ブ 

みんなで活動すること、集うことは良いもんだ 
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アドプト活動 本芝公園・てまり坂 

～地域の方の応援も出て～    

花の世話、大変です。 

夏は暑いし冬は寒い。しかし 

仲間が増える！ 花は咲く！    

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三田いきいきプラザで 

四季折々の折り紙を教

えます。多くの場で教

えています。 

 

 

パーキンソン友の会  

準備やサポートをしています。 

・月例会（第２日曜日）の準備や片づけなど 

・10月のヒューマンプラザ祭りの支援など 

・今年度は「リハビリ体操」の DVDをＣＣ

クラブ会員の応援で作成しました。 

 
12月クリスマス会はみんなで楽しみました。 

ハープの講演会 



 

 

 

明虹会は今年度、地域との多世代交流活動や防

災研修・歴史研修・講演会の開催さらに会員の親睦

を図るべく様々な行事を展開しました。 

① 城ヶ島ハイキング 

６月６日 三崎港からの渡船で 10分程で島へ、足

元が悪い海岸やのぼり階段をもろともせず城ケ島

一周を完歩。途中展望台から房総～相模湾、伊豆半

島を望み、ウグイスの囀りを聴きながら咲き乱れ

る紫陽花を満喫し

て、心身ともにリフ

レッシュすることが

できました。 

② 東京港と中防埋め立て地ごみ処理見学ツアー 

11 月 1 日 東京都環境公社が実施している表記の

施設見学会に参加しました。まず東京みなと丸で

海から埋立処分場を見学後、貸切バスで中央防波

堤内の粗大ごみ破砕や不燃ごみ処理の中間処理施

設と最終埋立場所を見学しました。 

ゴミの量はピークの平成元年に比べ約半分になり、

都民の分別や焼却処理の効率化等

で、埋立量は 20 分の 1 になった

が、それでも後 50 年しか持たな

く、以降は捨てる場所が無いとい

う現実を知り、次の時代への責任

を知らされました。 

③ あいぷらフェスティバル 

11 月４日は晴天に恵まれ、お祭りには約千人超の

親子連れが来場し、明虹会店舗「お魚釣り大会」会

場は事前に準備した景品があっという間になくな

りました。午後には会員さんから手作りの景品を

寄付して頂き、午後３時半まで開店することがで

き、お店は小さなお客様で混み合いました。手伝い

の６名は休む間もなく汗だく

で対応し、さすがに疲れ果て

ましたが、子供たちの笑顔と

時折の歓声でしばし疲れを忘

れ、至福のひと時を感じた一

日となりました。 

   （15期 佐藤 直樹） 

 

 

 

令和 6年４月には、チャレンジコミュニティ大

学 17期生の入学式が行われます。 

コロナ禍で募集できない年がありましたが 850

名の修了生は各地域ＣＣクラブで元気に活動され

ています。３Ａクラブには現在 135 名の修了生が

多彩な活動を展開されています。 

 募集前段で行われる地域ＣＣクラブの説明会で

は仲間を増やしたい一心でアピールを致しました。

定員を超える応募があり新しい仲間の入会を大い

に期待しています。 

 港区麻布支所、社協、麻布警察、消防署、麻布

地域の保育園、麻布区民センター、町会、企業様

はじめ関連部署との連携・協働事業を軸に進め、

ほぼ毎月開催される「サロン麻布」を中心に活動

しています。３Ａクラブには研究者、建築家、天

文学者等、多才な経験をもつ修了生が在籍し「サ

ロン麻布」活動では講師の内製化を実現していま

す。写真１は「ロボットと一緒に健康力アップ」

をテーマに実演を伴う研修会の様子を、写真２は

「港区基本計画・港区実施計画を知る」をテーマ

に赤坂、麻布地区総合支所協働推進課係長様から

のご説明と予定時間を超えての質疑応答の様子を

示します。今後、３Ａクラブでは、高齢者はじめ

社会的孤立予防の仲介可能なロボットの実現に向

けご支援・協力を続けていきます。 

 

 

 

（８期 野村 知義） 

明虹会の活動ハイライト 

地域との交流と会員の親睦 

３Ａクラブ （赤坂・青山・麻布） 

「サロン麻布」活動で新たな学びと連携 

 

写真 1サロン麻布 「ロボットと一緒に健康力アップ」 

2023年 9月 26日（火）六本木区民協働スペース 

写真 2サロン麻布 「港区基本計画・港区実施計画を知

る」2023年 12月 19日（火）六本木区民協働スペース   
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（表紙の花の写真は 9期平尾恭一さん提供） 

■
運
営
委
員
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

編 

集 

後 

記 

能登半島地震から始まった 2024年は、長引くロシアのウクライナ侵攻、中東紛争 

拡大等、心安らぐ閑もなくスタートしました。能登半島地震で被害に遭われた方々

には心よりお見舞い申し上げます。 

 一方、日本の無人探査機が日本初の月面着陸に成功しました。宇宙開発でも世界

各国で争っていますが、今に地球が一致団結しなければならない日が来るかもしれ

ず、各国が仲良く手を結び助け合う日々が来るのを祈るばかりです。 

今号も皆様の活動報告の原稿をいただき、80歳を過ぎて微力ながら編集に立ちあ

えましたことは大きな喜びです。             （12期 棟方千惠子） 

 

 

2023年度の運営委員会は、例年通り 8月の夏休みを除いて、原則毎月最終水曜日に明治学

院大学の 3203教室とリモートで開催しました。今年度は、会場参加の方も多く 12月には４

年ぶりの忘年会も行うことができました。普段の会議ではできない身近な話題で盛り上が

り、和やかな会となりました。６月には、ＣＣクラブ会員全員に対して「活動実態調査」を

行いました。6割以上のご回答をいただき、今後の活動計画の参考にいたします。 

今年度も、明治学院高等学校の家庭科授業に招かれ、16名の会員がこれまでの経験や現在

の活動を紹介し、高校生が持つ「高齢者」のイメージ払拭に繋がったようです。「学ぶ会」で

は、地域で活躍するＣＣクラブ会員の皆様を囲んで意見を交わし、また別の機会には、元港

区学芸員の高山先生より、港区から平塚に延びる「中原道を巡る考察」を受講し、関連する

まち歩きを楽しみました。また、現役 16期生や多くの明治学院大学生が、１Day for Others

に参加してくださいました。地道な活動ですが、引き続き広めていきたいと思います。１月

には、赤羽小学校での「昔遊び」の授業に参加協力し、多くの児童に囲まれて元気を貰い、

童心に戻って少し若返った気持ちとなりました。 

2023年度活動報告会は会場開催とし、多くの関係機関の皆さまにもお越しいただき、4年

ぶりに交流会で集うこともできました。多くの皆様のご協力により活動を継続できましたこ

と、心より感謝申し上げます。                  （代表 阿部令子） 

 
2024年度ＣＣクラブ 第９回定期総会・ホームカミングデイ （予定） 

 
22002244 年年度度のの定定期期総総会会、、ホホーームムカカミミンンググデデイイをを以以下下のの日日程程でで計計画画ししてていいまますす。。  

  
    日日時時：：22002244 年年 66 月月 2299 日日（（土土））  1133：：3300 かかららをを予予定定  

    場場所所：：明明治治学学院院大大学学白白金金キキャャンンパパスス内内 
        ○○  ＣＣＣＣククララブブ第第 99 回回定定期期総総会会                

○○  ホホーームムカカミミンンググデデイイ  
詳詳細細はは決決定定次次第第皆皆様様ににおお知知ららせせししまますす。。  

会 報 部 会 

部 会 長   瀬能  正実（10期） 

副部会長   佐藤  芳男（11期） 

副部会長   中満  美紀（11期） 

部  員   古橋  義弘（１期） 

部  員    太田  則義（７期） 

部   員    境  静子（10期） 

部  員   棟方 千惠子(12期） 

部   員   宇津  真治（15期）  

部  員   長峯  浩子 (15期） 

部   員   森  容子（15期）  

協力部員   周藤  孝夫 (15期） 
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